
　

梅
雨
入
り
前
よ
り
季
節
に
そ
ぐ

わ
ぬ
気
候
に
見
舞
わ
れ
る
日
も
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
皆
様
に
は
お
変

わ
り
な
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
横
山
南
住
民
協
議
会
の

活
動
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
る
五
月
十
八
日
、
第
二
十
三

回
横
山
南
住
民
協
議
会
定
期
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
協
議
委
員
の
皆
様
に
多

数
ご
出
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
、
八

王
子
市
市
民
活
動
推
進
部
部
長・

真
辺
（
さ
な
べ
）
様
、
八
王
子
市

学
園
都
市
文
化
ふ
れ
あ
い
財
団
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
課
課
長・市
川

様
に
ご
臨
席
賜
り
、
ご
挨
拶
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
「
夢
の
あ
る
地
域
づ

く
り
の
推
進
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

地
域
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
つ
つ
、
横
山
南
地
区
の
中

核
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

活
動
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
次
の
四
点
に
重
き
を
置
い
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

①
地
域
に
密
着
し
た
活
動

②
各
部
の
活
動
強
化
と
活
性
化

③
地
域
の
皆
様
が
多
く
集
ま
れ
る

企
画
の
立
案
と
推
進

④
円
滑
な
住
民
協
議
会
の
運
営

　

ま
た
、
次
の
三
点
に
重
き
を
置

い
て
協
議
会
組
織
の
強
化
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
未
加
入
団
体
へ
の
加
入
促
進

②
地
域
住
民
へ
の
会
員
加
入
の
働

き
か
け

③
活
動
の
見
直
し
と
運
営
の
効
率
化

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
様
と
と
も

に
築
い
て
き
た
良
き
活
動
や
行
事

を
今
後
も
大
切
に
受
け
継
ぎ
つ

つ
、
時
代
の
変
化
や
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
て

横
山
南
住
民
協
議
会

会
長　

石
井　

修
一

10月17日は準備

センターまつり＆福祉のつどい

10月18日（土）、19日（日）開催

センターまつり＆福祉のつどい

10月18日（土）、19日（日）開催

センターまつり＆福祉のつどい

10月18日（土）、19日（日）開催

第20回横山南市民センター第20回横山南市民センター第20回横山南市民センター

　

当
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
、
毎
年

春
と
秋
に
草
刈
と
低
木
の
剪
定
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
六
月

七
日
に
作
業
を
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
入
口
横
と
西
側
の

花
壇
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
部
に
よ

っ
て
毎
月
手
入
れ
さ
れ
て
お
り
、

現
在
は
夏
の
草
花
へ
の
植
え
替
え

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
来
館

の
際
は
、
ぜ
ひ
彩
り
豊
か
な
草
花

に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
報
担
当

　

五
十
嵐　

誠　

松
木　

孝

　

笹
原　

長
雄

　

年
々
、
春
と
秋
が
短
く
な
り
猛

暑
日
ば
か
り
が
更
新
さ
れ
、
夏
日

の
期
間
が
と
て
も
長
く
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

例
年
五
月
〜
十
月
頃
ま
で
「
ま

ち
な
か
避
暑
地
」
と
し
て
ご
利
用

頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
一
・
二

階
の
ロ
ビ
ー
は
空
調
機
故
障
の
為

冷
房
が
効
か
な
い
状
態
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
作
品
は
「
馬
」
で
す
。

　

講
習
会
の
参
加
費
は
毎
年
五
千

円
と
し
、
募
集
定
員
は
三
十
名
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、
材

料
の
質
に
つ
い
て
ご
満
足
い
た
だ

け
な
い
点
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
と
楽
し
く
講
習
会
を
開
催

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

石
井
会
長
か
ら
の
突
然
の
電
話

「
寺
田
ま
り
子
さ
ん
の
代
役
と
し

て
、
一
年
間
演
芸
部
長
を
お
願
い

し
た
い
」
ま
さ
に
晴
天
の
霹
靂
で

し
た
。
さ
ら
に
、「
今
、
セ
ン
タ

ー
に
い
る
か
ら
来
て
」
と
言
わ

れ
、
急
い
で
向
か
い
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー

が
揃
っ
て
お
り
、
断
る
雰
囲
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
十
年

間
の
舞
台
マ
ッ
ト
拭
き
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
こ
れ
で
マ
ッ
ト
拭

き
は
卒
業
で
す
」
と
声
を
か
け
ら

れ
、
大
役
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
。

た
だ
た
だ
不
安
ば
か
り
が
募
り
ま

す
。
し
か
し
、
会
長
、
副
部
長
、

そ
し
て
部
員
の
皆
様
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
十
月
に
開
催

さ
れ
る
「
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
＆
福

祉
の
集
い
」
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

体
育
部
で
は
、
今
年
も
「
ネ
オ

テ
ニ
ス
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
や
近
隣
地
域
の
ネ

オ
テ
ニ
ス
チ
ー
ム
が
一
堂
に
会

し
、
順
位
を
競
う
の
で
は
な
く
、

楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
場
を
作
り
始

め
て
か
ら
、
す
で
に
二
十
年
以
上

が
経
ち
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
が
楽
し
そ
う

に
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
る
様
子
を
拝

見
し
、
改
め
て
開
催
し
て
よ
か
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、三
月
に
は「
ボ
ッ
チ
ャ
」

の
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
き
の
当

セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
閑
散
と
し
て

お
り
ま
す
。
ハ
イ
ハ
イ
す
る
幼
い

子
を
つ
れ
た
若
い
親
御
さ
ん
達
で

に
ぎ
わ
っ
た
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
様

子
が
な
つ
か
し
い
で
す
。

　

幼
児
向
け
の
絵
本
・
小
学
生
向

き
の
本
・
大
人
向
き
の
小
説
・
料

理
本
等
か
な
り
色
々
あ
り
ま
す
。

　

原
則
一
人
三
冊
ま
で
借
り
る
こ

と
が
出
来
ま
す
が
、
自
分
の
家
族

の
名
を
使
っ
て
沢
山
借
り
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
人
気
の
新
刊
本
は

一
家
族
三
冊
ま
で
と
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

又
暑
い
夏
が
き
ま
す
。
冷
房
完

備
。
ど
う
ぞ
休
憩
場
所
と
し
て
も

御
利
用
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
つ
い
で
に
本
を
借
り
て

下
さ
れ
ば
、
私
共
、
図
書
係
は
大

変
嬉
し
い
で
す
。

　

尚
、
図
書
室
が
閉
っ
て
い
て
誰

も
い
な
い
場
合
は
、
事
務
室
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
れ
ば
、
開
け
て

も
ら
え
ま
す
。

　

令
和
七
年
の
総
会
も
終
わ
り
、

協
議
会
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た

が
も
う
六
月
、
早
く
も
半
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
花
壇
も
冬
の
花

か
ら
春
の
花
へ
、
し
か
し
梅
雨
の

季
節
、
草
と
の
葛
藤
が
始
ま
り
ま

す
。
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
セ
ン

タ
ー
に
来
れ
る
よ
う
毎
月
一
回
で

は
あ
り
ま
す
が
、
除
草
、
整
枝
と

作
業
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
第
三
金
曜
日
に
行
い
ま

す
。
お
手
伝
い
出
来
る
方
の
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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演
芸
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

部
長　

鴨
川　

武
史

体
育
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

部
長　

森
田　

弓
子

事
務
室
だ
よ
り

近
藤
美
奈
子

文
化
部
副
部
長  

鈴
木  

美
智
子

文
化
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

副
部
長　

鈴
木
美
智
子

図
書
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

副
部
長　

長
野　

雅
子

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

部
長　

常
盤　

光
正

　

今
年
の
つ
る
し
雛
ま
つ
り
は
、

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
の
お
か
げ

で
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

つ
る
し
雛
作
り
を
始
め
て
か
ら

約
十
九
年
が
経
ち
、
こ
れ
ま
で
に

多
く
の
作
品
を
生
み
出
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
新
し
い
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
る
の
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
毎
回
の
講

習
会
に
は
多
く
の
方
が
ご
参
加
く

だ
さ
り
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
近
年
は
材
料
の
調

達
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
時
代
と
と
も
に

作
品
や
素
材
が
変
化
し
て
い
く
の

も
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
新
た
な
工
夫
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
つ
る
し
雛
の
魅
力
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

いつもの段飾りが
飾られました

体育館横の紫陽花体育館横の紫陽花

正
面
玄
関
に
立
て
ら
れ
た
看
板

体
育
館
の
端
か
ら
端
ま
で
、

一
面
に
飾
ら
れ
ま
し
た

体育館横の紫陽花



令
和
七
年
度

　
町
会
・
自
治
会
・
管
理
組
合

　
　

会  

長
・
理  

事  

長

副
支
部
長　

五
十
嵐　

誠

令
和
七
年
度

　

横
山
南
住
民
協
議
会

　
　

 

役 

員
・
部 

長 

紹 

介

館
町
団
地
自
治
会

　
　
　
　
　

会
長　

安
藤　

博
之

椚
田
町
大
巻
町
会

　
　
　
　
　

会
長　

川
崎　

正

椚
田
町
一
丁
目
町
会

　
　
　
　
　

会
長　

太
田　

弘
文

寺
田
町
町
会

　
　
　
　
　

会
長　

金
子　

昇

寺
田
東
町
町
会　
　

　
　
　
　
　

会
長　

海
老
根　

博

大
船
町
会　

会
長　

井
口　

恵
一

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
寺
田
自
治
会

　
　
　
　
　

会
長　

山
田
美
由
紀

ゆ
り
の
き
台
自
治
会　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

会
長　

佐
藤　

勇
治

挟
間
町
会　

会
長　

板
垣　

喜
昭

め
じ
ろ
台
一
丁
目
町
会

　
　
　
　
　

会
長　

峰
岸　

正
則

め
じ
ろ
台
二
丁
目
町
会

　
　
　
　
　

会
長　

田
村　

良
平

め
じ
ろ
台
三
丁
目
町
会

　
　
　
　
　

会
長　

吉
良
賢
一
郎

め
じ
ろ
台
四
丁
目
町
会

　
　
　
　
　

会
長　

宮
田　

学

め
じ
ろ
台
三
田
自
治
会

　
　
　
　
　

会
長　

桑
原　

秀
夫

上
館
町
会　

会
長　

栗
原　

均

山
田
町
町
会

　
　
　
　
　

会
長　

遠
藤　

清
樹

レ
ー
ベ
ン
ス
ク
エ
ア
リ
マ
イ
ン
ド
ヒ
ル
ズ

　
　
　

自
治
会
長　

毛
利　

敬
多

高
尾
紅
葉
台
自
治
会

　
　
　
　
　

会
長　

谷
口　

充
生

会
長　
　
　

石
井　

修
一

　
　
　
　
　
　
　

（
椚
田
一
丁
目
）

副
会
長　
　

大
石　

智
史

　
　
　
　
　

（
め
じ
ろ
台
四
丁
目
）

副
会
長　
　

愛
甲　

彰
人
（
館
町
）

副
会
長　
　

山
田　

美
由
紀

　
　
　
　

（
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
寺
田
）

総
務　
　
　

森
田　

裕

　
　
　
　
　
　
　

（
ゆ
り
の
き
台
）

総
務　
　
　

木
瀬　

宜
孝　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
ゆ
り
の
き
台
）

会
計　
　
　

五
十
嵐　

誠
（
挟
間
）

会
計　
　
　

笹
原　

長
雄

　
　
　
　

（
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
寺
田
）

監
査
役　
　

毛
利　

敬
多

（
レ
ー
ベン
ス
ク
エ
ア
リ
マ
イ
ン
ド
ヒ
ル
ズ
）

監
査
役　
　

川
崎　

正

　
　
　
　
　
　
　
　

（
椚
田
大
巻
）

相
談
役　
　

宮
野　

光
夫
（
寺
田
）

顧
問　
　
　

澤
田　

和
夫
（
寺
田
）

演
芸
部
長　

鴨
川　

武
史

　
　
　
　
　

（
め
じ
ろ
台
一
丁
目
）

図
書
部
長　

林　

喜
久
子
（
大
船
）

文
化
部
長　

愛
甲　

彰
人
（
館
町
）

体
育
部
長　

森
田　

弓
子

　
　
　
　
　
　
　

（
ゆ
り
の
き
台
）

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
部
長

　
　
　
　
　

常
盤　

光
正
（
寺
田
）

広
報
部
長　

五
十
嵐　

誠
（
挟
間
）

　

令
和
七
年
五
月
十
八
日
（
日
）

午
後
三
時
よ
り
横
山
南
市
民
セ
ン

タ
ー
第
一
・
第
二
会
議
室
に
お
い

て
第
二
十
三
回
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
員
数
八
十
三
名
に
対
し
、

出
席
者
四
十
三
名
、
委
任
状
三
十

七
名
で
、
総
会
成
立
要
件
で
あ
る

協
議
員
の
過
半
数
を
満
た
し
（
会

則
第
十
一
条
三
項
）
総
会
成
立
と

な
り
ま
し
た
。

　

石
井
修
一
会
長
の
挨
拶
を
皮
切

り
に
、
八
王
子
市
市
民
活
動
推
進

部
部
長
の
真
辺
（
さ
な
べ
）
様
、

八
王
子
市
学
園
都
市
文
化
ふ
れ
あ

い
財
団
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
課
課

長
の
市
川
様
よ
り
来
賓
の
ご
挨
拶

を
賜
っ
た
の
ち
、
寺
田
町
町
会
の

常
盤
光
正
氏
が
議
長
に
選
任
さ
れ

て
総
会
が
始
ま
り
、
左
記
の
議
案

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

（
議
案
）

第
一
号
議
案　

令
和
六
年
度

　
　
　
　
　
　
　

事
業
報
告

第
二
号
議
案　

令
和
六
年
度

　
　
　
　
　
　
　

決
算
報
告

第
三
号
議
案　

令
和
六
年
度

　
　
　
　
　
　
　

監
査
報
告

第
四
号
議
案　

令
和
七
年
度

　
　
　
　
　
　
　

事
業
計
画（
案
）

第
五
号
議
案　

令
和
七
年
度

　
　
　
　
　
　
　

事
業
予
算（
案
）

第
六
号
議
案　

令
和
七
年
度

　
　
　
　
　
　
　

役
員
改
選（
案
）

　

総
務
兼
任

　
　

副
会
長　

山
田　

美
由
紀

　

新
任
役
員

　
　

監
査　
　

川
﨑　

正

　

退
任
役
員

　
　

監
査　
　

神
谷　

彰

　

第
一
号
議
案
か
ら
第
六
号
議
案

ま
で
の
全
て
が
満
場
一
致
で
可
決

成
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
二
十
三
回
の
定
期
総
会
も
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
滞
り
な
く
終

了
し
ま
し
た
。
関
係
団
体
お
よ
び

関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
の
行
事
は
、
前
年

度
同
様
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

●
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
＆
福
祉

の
つ
ど
い
（
十
月
十
八
〜
十
九

日
）

●
つ
る
し
雛
ま
つ
り
（
令
和
八
年

三
月
六
〜
八
日
）

　

そ
の
ほ
か
、
七
夕
ま
つ
り
、
ネ

オ
テ
ニ
ス
交
流
会
、
ボ
ッ
チ
ャ
体

験
会
な
ど
、
各
部
実
施
の
催
事
が

あ
り
ま
す
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

第
二
十
三
回
定
期
総
会

大
石 

智
史

　第 44 号 令和7年7月1日（2）（3）令和7年7月1日 よ こ や ま み な みよ こ や ま み な み 第 44 号　

会長挨拶

館
町
町
会　

会
長　

愛
甲　

彰
人

　

昨
年
に
引
き
続
き
二
回
目
と
な

る
輪
投
げ
大
会
を
、
私
た
ち
の
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
日
頃
か
ら
活
動
し

て
い
る
地
域
の
、
横
山
南
市
民
セ

ン
タ
ー
を
、
お
借
り
し
て
、
五
月

二
十
三
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
屋
外
の
椚
田
運
動
場
で

行
い
ま
し
た
が
、
今
回
初
め
て
、

雨
を
心
配
せ
ず
に
、
体
育
室
に
て

午
前
九
時
か
ら
行
う
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

松
原
清
志
支
部
長
の
挨
拶
後
、

有
水
了
健
康
増
進
部
長
よ
り
競
技

の
説
明
が
有
り
、
記
念
撮
影
の
後

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
場
で
、
六

ク
ラ
ブ
・
三
十
八
名
の
男
女
で
競

技
を
行
う
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

輪
投
げ
競
技
は
、
一
点
か
ら
九

点
の
九
つ
の
ピ
ン
が
刺
さ
っ
た
台

か
ら
五
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
所
か
ら

九
つ
の
輪
を
、
ピ
ン
に
目
が
け
て

投
げ
、
合
計
の
点
数
を
競
い
、
そ

れ
を
六
セ
ッ
ト
行
い
ま
す
。

　

各
チ
ー
ム
善
戦
し
、
無
事
に
終

わ
り
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

成
績
は
、
優
勝
・
宮
野
光
夫
氏

（
百
十
五
点
）
、
準
優
勝
・
丸
山

克
彦
氏
（
百
一
点
）
、
第
三
位
・

川
本
義
郎
氏
（
九
十
七
点
）
、

団
体
優
勝
は
狭
間
福
楽
会
（
五
名

合
計
三
百
十
点
）
で
し
た
。

第
二
回　

八
・
シ
ニ
ア
連
・
第
十
一
支
部

　
　
　
　

輪 

投 

げ 

大 

会

六
月
二
十
二
日（
日
）、ネ
オ

テ
ニ
ス
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

当
日
は
約
六
十
名
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
外
は
猛

暑
と
な
り
ま
し
た
が
、
体
育
館
内

は
冷
房
が
し
っ
か
り
効
い
て
お

り
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
は
快
適

な
環
境
の
中
で
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
交

流
会
は
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了

し
ま
し
た
。 体

育
部
長　

森
田　

弓
子


